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平成 22 年度  第四期第２回福生市環境審議会議事要旨 

  

日時  平成 22 年 11 月 19 日（金） 午後１時 30 分から午後４時  

場所  福生市役所第２棟４階議会会議室  

視察  福生市リサイクルセンター（太陽光発電設備）  

  

出 席：８名  小倉委員、祖父江委員、杉森委員、野村委員、畠瀬委員、森杉委員、 

山下委員、横田委員  

欠 席：２名  田村委員、千葉委員                      （50 音順）  

事務局：生活環境部長、環境課長、その他３名  

  

１  部長挨拶  

生活環境部長の野島でございます。本日は大変お忙しい中、福生市環境審議会に御出

席をいただきまして、誠にありがとうございます。ただいまから、第四期第２回環境

審議会を開催いたします。 

 

２  議  事  

（１）議案１  福生市環境基本計画実行計画について  

  

―  事務局より福生市環境基本計画実行計画（平成 22～24 年度）について説明  ―  

 

委  員   ２点の質問があります。16号線沿いのワシントンヤシの生育が悪いようですが、 

現状はどうですか。また、説明がありました太陽光発電などの事業所への助成金

申請が 11 月 19 日現在で１件もないということと、今年の第１回目の住宅用設備

の助成は先着順で交付していますが、申請希望者が多く、並んだがもらえない人

もいて、２回目からは抽選になったということですが、使い勝手の問題と事業所

の希望が尐なく住宅用が多い現状から、来年度以降、住宅用に予算を多くするこ

との検討についてはどうでしょうか。 

それと、受付方法について、新たに設備を設置される方は、多分、助成金があ

るから設置している方が多いと思うのですが、抽選で外れてしまうとがっかりさ

れる面もあり、先着の場合も朝早くから並ぶという面もありますので、先着順・

抽選のどちらが公平性をより保たれるのか、お考えをお聞きしたいと思います。 

  

事務局   国道 16号のヤシの木 35本については、生育状況を定期的に確認しています。 

11 月に確認したところ、元気に生育していました。しかし、第５ゲート付近の１

本の生育が遅いので、来年２月までに横田基地前商店街連絡協議会と協議し、植
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え替え等を検討します。 

また、住宅用設備の助成金は、22 年度は３期の受付としましたが、第１期は先

着順で 50 名近く並んだ方がいた中での中で 31 名を受付し、受けられない方から

かなりのクレームがありました。そこで 10 月の第２期からは抽選とし、79 名中

37 名の申請を受けましたが、苦情等はありませんでした。参考として平成 21 年９

月に各自治体へ受付方法を聞いたところ、15 自治体中、抽選方式を採用している

のは２自治体でしたが、それぞれ方法は苦労しているようです。来年度の住宅用

と事業所用の割合は現状維持 801 万円の予算を考えていますが、最終的には理事

者側の判断によります。 

  

委  員   事業者としてガスを販売する中で、お客様に補助金の説明をしていますが、年 

度途中で方法が変更となるとお叱りを受けることになり困ります。福生市の助成

は他の助成金の上乗せを認めているため人気もありますので、助成の仕方も公平

性を配慮した上で積極的に進めてほしいと思います。 

  

会 長  抽選にした結果、苦情も無くなったということで、この方法で続けていくとい 

うことですね。他に何かありますか。 

 

委  員   事業所への助成の申請は 12月まで延期としたそうですが、今も申請はないので 

すか。 

 

事務局   はい。現在、自動車販売店に導入の検討を相談しているところです。事業所規 

模に応じ、例えばコンビニでは蛍光管をＬＥＤに換え太陽光発電を導入するとコ

スト及び二酸化炭素排出量がどのくらい低減できるかなどを３パターンのモデル

メニューとして提示しています。 

また、個人事業者に対してはペレットストーブや高効率照明のメニューをつく

り提案させていただいています。しかし、１／３の補助率ですので、関心はある

ものの資金的な面で困難といったお話を伺っています。現在、３つの事業所に出

向いて助成金の利用をお願いしているところです。市としても申請を待つだけで

なく積極的に売り込んでいきます。 

 

委  員   事業所は不景気も影響してるようですが、住宅用は自己判断で設置できますよ 

ね。例えば、事業所への助成件数を減らし補助率を高めることや、住宅用へ振り

替えることなどを考えてはいかがでしょうか。 

 

事務局   内部でも課題となりましたが、助成金を出している元の団体が異なるので、残 
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念ながら振替はできない状況です。また、助成率も条件として決まっています。 

 

委  員   使い方に制限のある助成金なのですね。わかりました。 

 

会 長  １Ｐの「河川維持水量の確保」についてですが、国交省へ河床の掘り下げ、水 

       量確保の要請を行っていますが、河床を掘り下げは安全面にはつながりますが、 

水量の増加にはつながりません。また、上流の水源林の確保など根本的問題に関

わることです。市内で出来ることとして雨水浸透などの施策がありますが、もう

尐し検討いただきたい。市の取り組みに限って言えば、羽村取水堰からの毎秒２

ｔをもう尐し増やせないかということもかなり根本的なことなので簡単にはいき

ませんが、効率の高いことを検討してはどうですか。これは意見です。他いかが

でしょうか。 

 

委  員   多摩川沿いも含め植物の外来種の問題もありますね。外来の動物も増えていま 

すが、今後、一歩踏み込んだ取り組みの予定はあるのでしょうか。 

 

事務局   12 月議会でも特定外来生物の質問が出されていますが、河川生態系学術研究会 

や新多摩川誌、ＮＰＯ法人等での調査をもとに市で情報収集はしています。現在、

市内でも野鳥３種、植物、両生類、アメリカザリガニなど甲殻類で確認されてい

る状態です。また、アライグマやハクビシン等の苦情が寄せられています。特定

外来種の移動は禁止といわれていますが、条例や要綱がないので、生物多様性地

域計画の策定の中で対応を考えていきたいと考えています。実際に捕まえてしま

った場合などはＮＰＯ法人に相談していますが、ルールとしては市民マナーが必

要という認識に至っています。 

 

委  員   困った状況にあると思うのですが、市民の皆さんの側から言うと、何が外来種 

    なのかを気づいていない現状が大きいと思いますので、尐なくとも法律の中で飼 

育・栽培てはいけないということのＰＲ対策が必要です。 

 

委  員   外来生物や害虫の連絡先は環境課が担当ですね。スズメバチの駆除について市 

に相談したところシルバー人材センター及び民間事業者を紹介してもらいました。

他市町村では駆除に助成金が出されているようですが、環境課としての対応は薄

めなのかなという印象を持ちました。 

 

会 長  意見として賜りました。福生市環境基本計画実行計画については宜しいでしょ 

うか。では、議案２をお願いいたします。 
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 （２）議案２  福生市環境基本計画の改定計画策定の進捗状況  

  

―  事務局より福生市環境基本計画の改定計画策定の進捗状況実行について説明  ―  

 

事務局   福生市環境基本計画の改定計画については、審議会委員の皆さんにアンケート 

を送り、意見を反映する予定です。なお、計画の推進ということで、ＬＡＳ－Ｅに

ついては平成 20 年度、21年度までは職員の環境配慮行動に重点をおいていました

が、平成 22年度からは環境基本計画の実行計画の進捗管理や該当する施策の事業

化・推進を要請するなど、最終的に市民にサービスをするとこまでを含めマネジメ

ント体制を強化しているところです。 

 

委  員   改定計画の会議メンバーは何人ですか。平成 16 年策定の当初計画での市民会議 

のメンバーは何人程度入っていますか。 

 

事務局  今回の市民会議は 19 名です。当初計画では 44 名の委員ですが、今回の市民会 

議の中では、新しく加われた方が７名となっています。一般公募も募りましたが、 

応募はありませんでした。一方で地域猫の会や花と緑の会など新たな団体の方に

参加をいただいています。 

 

委  員   当初の環境基本計画策定時は初めての取り組みなので、44 名もの方が参加して 

いましたが、今回は 19名ということで、環境についての関心が低下しているのか、

ちょっと心配ですね。どうしたら良いものかと思います。 

 

委  員   当初計画策定時は、みんなやる気があって、様々な人から意見を集め、純粋 

に「さあやろう」という意気込みで、無理なことも承知で提言した経緯がありま

す。今回、施策を整理統合し施策数を半分以下まで下げるということですが、市

民会議の人数も、施策の数も半分というのはちょっと極端だと思います。なんら

かの方法で広く人を集め議論することや、やはり当初計画を尊重することが必要

と考えます。 

 

事務局  93 から 46 という施策数の半減は、廃止ということではなく、施策を整理統合 

した結果、半分になったということです。また、既に実施されているものを除き、

当初計画に記載されながらも施策が実行されていないものや市民の強い期待を重

点化したものを戦略プロジェクトとして表記しています。市民会議の中で、実際

に事業を推進するためには、重点化して動かしなさいというお考えがありました。 
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委 員  例えば、「自転車のまちづくり」は最初からありましたが、今回にも出てきて 

いますが、ずっと「研究」となっています。 

 

委 員  手がつけられていなかったから、逆に戦略プロジェクトに出ているということ 

ではないですか。 

 

事務局  そのとおりです。なお、自転車のまちづくりに関しては、研究から一歩進み、 

次世代モビリティ活用モデル事業として、23 年度から具体的に動き始める予定で

す。 

 

会 長  施策が尐なくなっているという印象がありますが、決して削除したのではなく、 

整理統合されたということですね。骨子案については事務局からのアンケートへ 

意見をよせていただくようをお願いします。その意見を環境審議会による意見と

して、書面よる協議に代えさせていただくこととします。 

 

委 員  これからパブリックコメントを行うとのことですが、その意見は検討・反映さ 

れることになりますか。また、パブリックコメントの募集はどのように実施する

のですか。 

 

事務局  パブリックコメントの実施については、広報とインターネットで募集し、検討 

することになります。 

 

会 長  では議案２は終了します。議案３、その他はありますか。 

 

事務局  特にありません。 

 

 

当日欠席された委員からの事前質問に対する事務局・担当課回答 

 

委 員  レジ袋削減キャンペーンについてどのような内容を考えていますか。社会 

的にもマンネリ化していますので、福生市の削減実績などを表わし、工夫した

キャンペーンが望まれます。 

 

担当課回答  キャンペーンの内容は、環境フェスティバルや産業祭などでのＰＲと、年 

４回発行している「清掃だより」や「ごみリサイクルカレンダー」など各種広

報で、レジ袋の削減への協力を依頼します。ご指摘の削減実績の数値化ついて
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は、事業者に使用枚数の報告等の協力依頼をしていますが、現在のところ数値

化できていません。今後も工夫したキャンペーンを検討していきます。 

 

委 員  ごみの発生抑制に努めた事業者に、優良表彰制度などを考えたらどうか 

       

担当課回答  事業系のごみの量は年々減尐しています。現在、表彰などは予定していま 

せん。 

 

委 員  グリーンコンシューマー講座の対象と内容について 

 

担当課回答  「ごみの減量・資源化（簡素な環境の形成）について」出前講座を市民団 

体にむけて、グリーンコンシューマー活動の内容をおりまぜながら行いまし

た。 

 

委 員   事業活動のグリーン化発生抑制研究の呼びかけとは具体的にどのように行 

なったのか。 

 

担当課回答  事業者にむけて、市報や一般廃棄物処理計画書にごみの発生抑制研究を呼 

びかける手法により、事業系ごみの量は年々減尐しています。今後も同じ方

法で継続していく予定です。 

 

委 員  エコセメントの需要と供給のバランスはうまくいっていますか。また、そ 

の事業はうまくいっていますか。 

 

担当課回答  エコセメント事業は平成 18年度から本格稼働していますが、エコセメント 

化した可燃ごみの焼却灰は全て民間企業へと渡っており、エコセメントが余

るという状況ではありません。また、公共事業での工事等で積極的にエコセ

メントを使用しており、事業はうまくいっています。 

ただし、エコセメントはあくまでリサイクルの手段であることから、極力 

尐ないことが望ましいので、今後もごみ減量のＰＲは必要であると考えてい

ます。 

 

委 員  生ごみ堆肥化容器無償貸与、生ごみ処理機助成など、とてもいい施策だと 

思います。さらにＰＲを推進し、財源不足であれば、ごみ有料化の値上げも

含めて検討し推進していくことが効果的であると思います。 
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担当課回答  生ごみ堆肥化容器無償貸与、生ごみ処理機助成金などの対象者にアンケー 

トを実施したところ、必ずしも有効利用されているわけではないとの結果で

した。また、助成金については、他市と比較して高額な助成を行っており、

費用対効果や財政面などから、さらなる促進の予定はありません。 

 

委 員  リサイクルの推進に努めた事業者に対して、優良表彰制度などを考えたら 

どうか 

 

担当課回答  事業系ごみの量は年々減尐しています。現在、表彰などは予定しておりま 

せん。 

 

 

※上記の議事録には、当日欠席された委員の事前質問及び事務局・担当課回答も含まれて

います。 

 

 

◆配布資料 

・福生市環境審議会委員名簿 

・福生市環境基本計画実行計画 

・福生市環境基本計画中期実施計画（骨子案） 

・資料１リサイクルセンター太陽光発電量 

・資料２リサイクルセンター電気使用量について 

・福生市の環境（平成 21年度版） 

・福生市環境マネジメントシステム職員ハンドブック（22年度版） 

・かんきょう通信 


